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第
一
に
、
生
徒
に
身
近
な
素
材
だ
か
ら
で
あ
る
。
西
武
池
袋
線
の
大
泉

学
園
駅
は
勤
務
校
の
最
寄
り
駅
で
、
多
く
の
生
徒
が
通
学
に
利
用
し
て
い

る
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
駅
の
名
称
に
隠
れ
て
い
る
歴
史
を

取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
生
徒
が
歴
史
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
た
。

第
二
に
、
東
京
の
歴
史
へ
の
関
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
東
京
都
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た
テ
キ
ス
ト

『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』
は
、
近
現
代
の
歴
史
に
つ
い
て
東
京
に
残
る
史
跡

や
文
化
財
な
ど
の
身
近
な
教
材
を
活
用
し
た
編
成
に
な
っ
て
お
り
、
都
立

高
校
の
新
入
生
に
は
一
部
ず
つ
配
付
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
二
〇
二

〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
が
東
京
に
決
定
し

た
こ
と
も
あ
り
、
東
京
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
世
間
的
な
関
心
も
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
東
京
で
歴
史
を
学
ぶ
高
校
生
に
と
っ
て
意
義
あ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
本
時
の
テ
ー
マ
も
同
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
か
ね
て
よ
り
筆
者
が
本
授
業
案
を
計
画
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
先
述
の
『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』
が
発
行
さ
れ
た
直
後

に
参
加
し
た
東
京
都
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
同
テ
キ
ス
ト
を
用

い
た
研
究
授
業
「
練
馬
区
の
独
立
」
を
実
践
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

際
、
練
馬
区
の
独
立
運
動
が
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
始
ま
っ
た
背
景

と
な
る
、
大
正
～
昭
和
初
期
の
練
馬
地
域
の
状
況
を
充
分
に
扱
え
な
か
っ

（
1
）

は
じ
め
に

少
し
で
も
歴
史
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の
が
高
校
生

に
日
本
史
を
教
え
る
教
員
に
と
っ
て
の
共
通
の
願
い
で
あ
る
と
い
っ
た
ら

言
い
過
ぎ
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
都
立
大
泉
高
等
学

校
は
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
附
属
中
学
校
を
開
設
し
た
都
立
の

中
高
一
貫
教
育
校
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
の
授
業
で
は
教
科
書
の
内
容
を
消
化

す
る
時
間
的
余
裕
す
ら
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
歴
史
の
も
つ
「
お
も
し

ろ
さ
」
を
生
徒
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
目
標
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い

る
。本

稿
で
は
高
校
二
年
生
の
必
修
日
本
史
B
（
二
単
位
）
で
実
践
し
た
、

大
正
～
昭
和
初
期
に
お
け
る
東
京
郊
外
の
都
市
化
を
取
り
上
げ
た
授
業
を

報
告
す
る
。

こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
三
つ
あ
る
。

◉
教
室
レ
ポ
ー
ト

東
京
郊
外
に
広
が
る
都
市

─
大
泉
学
園
都
市
計
画
を
例
に

─
太田尾智之
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た
こ
と
が
反
省
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
授
業
で
練
馬
地

域
の
宅
地
開
発
を
学
ぶ
こ
と
で
、
三
学
期
（
学
年
末
考
査
後
）
に
練
馬
区

の
独
立
を
扱
う
伏
線
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

地
域
史
を
取
り
上
げ
る
授
業
は
あ
り
ふ
れ
た
手
法
で
あ
り
、
ま
た
東
京

の
ロ
ー
カ
ル
な
素
材
を
用
い
た
授
業
が
ど
れ
ほ
ど
先
生
方
の
参
考
に
な
る

か
心
許
な
い
限
り
で
あ
る
が
、
以
下
に
授
業
の
流
れ
と
生
徒
の
反
応
を
報

告
す
る
。

一
　
授
業
の
展
開

（
一
）
導
入

授
業
の
構
成
を
前
半
と
後
半
に
分
け
、
前
半
は
東
京
の
郊
外
開
発
の
進

展
に
つ
い
て
、
後
半
は
大
泉
地
区
を
例
に
学
園
都
市
構
想
に
つ
い
て
学
習

す
る
こ
と
に
し
た
。

授
業
の
冒
頭
、
I
C
T
機
器
を
活
用
し
て
西
武
池
袋
線
大
泉
学
園
駅
の

外
観
写
真
を
示
す
。
生
徒
は
最
寄
り
駅
の
写
真
と
即
座
に
理
解
す
る
の
で
、

す
か
さ
ず
「
大
泉
学
園
と
は
ど
こ
の
学
校
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
い

か
け
る
。
そ
も
そ
も
駅
の
所
在
地
は
練
馬
区
大
泉
学
園
町
で
は
な
く
東
大

泉
な
の
で
、
駅
の
名
前
そ
の
も
の
が
実
際
の
住
所
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
が
通
学
す
る
大
泉
高
校
の
住
所
も
東
大
泉
で
あ
る
か
ら
、「
大

泉
学
園
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
駅
周
辺
に
は
大
泉
学
園
小

学
校
や
大
泉
学
園
中
学
校
な
ど
「
大
泉
学
園
」
を
冠
す
る
学
校
が
存
在
す

る
が
、
こ
れ
は
戦
後
の
開
校
で
あ
り
、
都
立
大
泉
学
園
高
等
学
校
（
現
在

は
都
立
大
泉
桜
高
等
学
校
に
統
合
）
も
同
様
で
あ
る
。

「
大
泉
学
園
」
と
は
何
か
を
答
え
ら
れ
な
い
で
い
る
生
徒
の
様
子
を
確

か
め
つ
つ
、「
大
泉
学
園
」
の
歴
史
が
本
時
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
る
。

（
二
）
授
業
前
半

─
東
京
の
郊
外
開
発
の
進
展

は
じ
め
に
、
東
京
府
の
人
口
推
移
を
示
す
表
を
確
認
す
る
。

東
京
府
全
体
の
人
口
に
着
目
す
る
と
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
三

二
〇
万
二
六
六
九
人
か
ら
時
代
が
経
つ
に
つ
れ
て
人
口
が
増
大
し
て
い
る

傾
向
が
読
み
取
れ
る
（
た
だ
し
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
二
〇
年
で
は
ほ
と

ん
ど
変
化
が
な
い
）。
既
習
事
項
で
あ
る
大
戦
景
気
の
動
向
と
工
業
化
の

進
展
を
想
起
さ
せ
、
変
化
の
背
景
を
つ
か
ま
せ
る
。『
大
阪
パ
ッ
ク
』（
一

九
一
七
年
七
月
一
日
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
漫
画
「
鋤
鍬
捨
て
て
」
に
は
、

画
面
手
前
に
閑
散
と
し
た
印
象
の
農
村
、
画
面
奥
に
は
工
場
群
の
黒
煙
が

た
ち
の
ぼ
る
都
市
の
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
戦
景
気
に
よ
っ
て
工
業

生
産
額
が
急
増
し
た
時
代
に
お
こ
っ
た
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動

と
い
う
現
象
を
漫
画
が
示
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

次
に
東
京
府
全
体
の
人
口
が
増
大
し
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
教

育
の
普
及
に
注
目
さ
せ
る
。
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
の
小
学
校
令
に

始
ま
っ
た
義
務
教
育
は
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
七
年
に
六
年
間
と
な
り
、

就
学
率
も
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。
こ
う
し
た
趨
勢
を
受
け
て
、
第

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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一
次
世
界
大
戦
後
に
東
京
の
高
等
教
育
機
関
が
増
加
す
る
。
原
敬
内
閣
が

大
学
令
を
公
布
し
、
高
等
教
育
機
関
を
拡
充
し
た
こ
と
は
既
習
事
項
で
あ

る
。
実
際
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、
一
九
一
五
年
に
は
合
計
四
校
に
す

ぎ
な
か
っ
た
大
学
が
一
九
二
〇
年
に
一
六
校
、
一
九
二
五
年
に
は
三
四
校

に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
学
生
数
は
一
九
一
五
年
に
九
六

九
六
人
、
一
九
二
〇
年
に
二
万
一
九
一
五
人
、
一
九
二
五
年
に
四
万
六
六

九
〇
人
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
学
生
た
ち
は
俸
給

生
活
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
と
な
り
、
一
般
労
働
者
と
と
も
に
大
衆
文
化

を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
再
び
東
京
府
の
人
口
推
移
の
表
か
ら
、
大
正
～
昭
和
初
期
は
東

京
市
一
五
区
に
比
べ
て
郊
外
人
口
の
伸
び
が
著
し
い
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

と
く
に
、
一
九
二
三
年
に
一
七
〇
万
六
七
〇
〇
人
だ
っ
た
人
口
が
一
九
二

六
年
に
は
二
四
九
万
九
二
〇
〇
人
に
ま
で
激
増
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
の

背
景
と
し
て
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）
の
影
響
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
せ
た
う
え
で
、
急
激
な
人
口
増
が
生
み
出
し
た
課
題
に
思
い
至
ら
せ
る
。

す
な
わ
ち
急
増
す
る
人
口
に
宅
地
が
追
い
つ
か
ず
、
新
た
な
住
宅
地
が
必

要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
関
東
大
震
災
を
機
に
東
京
郊
外
の
宅
地
化
が
展
開
し
、
山
手

線
の
駅
を
起
点
と
す
る
郊
外
開
発
が
進
み
、
京
王
線
・
池
上
線
・
目
蒲

線
・
東
横
線
・
小
田
急
線
・
西
武
線
・
東
上
線
な
ど
郊
外
へ
延
び
る
私
鉄

が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
敷
か
れ
る
。
郊
外
の
一
戸
建
て
に
住
み
、
鉄
道
を
利
用
し

（
5
）

て
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
て
い
く
。

土
地
会
社
は
住
宅
地
開
発
を
進
め
、
鉄
道
会
社
は
行
楽
地
・
遊
園
地
の

開
発
に
い
そ
し
ん
だ
。
練
馬
地
域
で
い
え
ば
、
宅
地
開
発
と
し
て
の
「
城

南
文
化
村
」
や
「
大
泉
学
園
都
市
」
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
郊
外
の
遊
園
地

と
し
て
豊
島
園
が
開
か
れ
た
。
大
泉
学
園
都
市
に
つ
い
て
は
授
業
の
後
半

で
詳
し
く
触
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
豊
島
園
に
つ
い
て
の
資
料
を
回
覧
し

た
。
食
堂
・
音
楽
堂
・
花
壇
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
・
運
動
競
技
場
・

（
6
）

図1　大泉学園町の町並み
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児
童
遊
戯
・
ボ
ー
ト
遊
び
な
ど
、
休
日
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
一
家
向
け
に
園

内
が
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

（
三
）
授
業
後
半

─
大
泉
学
園
都
市
の
構
想

大
泉
学
園
都
市
計
画
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
、
一
九
三
二
年
に
お
け
る

大
泉
学
園
町
の
地
図
を
示
し
、
大
泉
学
園
駅
の
北
方
に
碁
盤
目
状
に
整
然

と
区
画
さ
れ
た
町
並
み
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
る
。
こ
れ
は
学
園
都
市

計
画
の
名
残
で
あ
り
、
実
際
に
筆
者
が
現
場
で
撮
影
し
た
写
真
か
ら
一
直

線
に
伸
び
る
町
並
み
を
確
認
す
る
（
図
一
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
町
並
み
は
い
か
な
る
計
画
の
も
と
に
生
ま
れ
た
の
か
、
大

泉
学
園
町
の
一
角
に
位
置
す
る
大
泉
公
園
の
片
隅
に
は
町
の
由
来
を
記
し

た
一
九
八
七
年
建
立
の
石
碑
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
碑
文
が
記
さ
れ
て
い

（
7
）

る
（
丸
数
字
及
び
傍
線
部
は
筆
者
、
図
二
参
照
）。

古
は
此
の
地
を
広
沢
の
原
と
呼
び
、
明
治
二
十
四
年
大
泉
村
と
な

り
誰
云
う
こ
と
な
く
長
久
保
や
ま
と
云
う
。
公
園
附
近
八
町
歩
余
は

妙
福
寺
の
御
朱
印
地
故
に
御
朱
印
と
呼
び
た
り
。
大
正
の
世
、
村
長

見
留
勝
氏
は
古
河
市
兵
衛
氏
と
親
友
に
し
て
屡
々
此
の
山
林
に
狩
猟

を
行
い
中
央
の
情
勢
を
把
握
す
。
①
会
々
箱
根
土
地
会
社
々
長　

堤

康
次
郎
氏
の
開
発
構
想
に
共
鳴
し
大
正
十
三
年
箱
根
強
羅
の
温
泉
に

地
主
た
ち
を
招
待
さ
せ
大
泉
学
園
都
市
計
画
の
賛
同
に
至
ら
し
む
。

②
駅
北
口
よ
り
二
粁
の
新
道
を
拓
き
其
北
側
に
五
十
万
坪
の
区
画

工
事
に
着
手
す
。
駅
名
を
大
泉
学
園
駅
と
改
め
、
一
橋
大
学
誘
致
の

運
動
を
展
開
し
つ
つ
同
十
五
年
工
事
完
了
、
当
時
十
三
才
の
水
谷
八

重
子
を
始
め
芸
人
多
数
来
場
し
花
火
の
音
高
ら
か
に
祝
典
と
宣
伝
行

事
に
村
は
未
曽
有
の
祭
典
に
沸
け
り
。
折
り
し
も
電
灯
の
導
入
と
土

地
資
金
の
流
通
に
依
り
文
化
の
向
上
、
村
民
意
識
の
改
良
大
な
り
。

昭
和
九
年
当
町
会
長
鈴
木
乙
免
氏
は
風
致
協
会
を
作
り
協
会
は
妙
福

寺
の
山
林
一
町
二
反
を
野
遊
地
に
、
東
京
市
農
会
は
三
町
七
反
を
市

民
農
園
に
夫
々
借
地
し
て
作
る
。
市
は
多
額
の
費
用
を
投
じ
て
野
遊

地
に
万
般
の
施
設
を
な
す
。
秋
季
に
は
甘
藷
堀
り
、
運
動
会
等
市
民

多
数
が
来
訪
し
東
京
の
一
名
所
と
な
る
。

生
徒
た
ち
と
こ
の
資
料
を
読
み
、
大
泉
学
園
都
市
計
画
の
推
移
を
確
認

し
て
い
く
。

図2　大泉公園にある町の由来を記
した碑
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傍
線
部
①
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
に
箱
根
土
地
株
式
会
社
（
一
九
二

〇
年
設
立
、
現
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）
が
大
泉
学
園
都
市
計
画
を
構
想
し
た

こ
と
が
発
端
で
あ
っ
た
。
箱
根
土
地
株
式
会
社
の
社
長
堤
康
次
郎
は
会
社

設
立
以
前
か
ら
軽
井
沢
千
ヶ
滝
を
手
始
め
に
、
翌
年
に
箱
根
強
羅
・
仙
石

原
の
開
発
を
進
め
、
東
京
の
郊
外
開
発
に
も
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

傍
線
部
②
か
ら
は
、
大
泉
学
園
都
市
計
画
の
具
体
的
な
内
容
が
伝
わ
る
。

箱
根
土
地
株
式
会
社
は
「
駅
北
口
」
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
を
つ
く

り
、
五
〇
万
坪
の
開
発
計
画
を
立
て
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
駅
」
と

は
武
蔵
野
鉄
道
（
現
西
武
池
袋
線
）
の
東
大
泉
駅
を
指
し
、
同
駅
は
箱
根

土
地
株
式
会
社
が
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
武
蔵
野
鉄
道
に
寄
付
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
駅
舎
の
写
真
を
見
る
と
、
オ
シ
ャ
レ
な
三
角
屋
根

の
外
観
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
、
学
園
都
市
の
中

心
に
位
置
す
る
「
学
園
」
と
は
東
京
商
科
大
学
（
現
一
橋
大
学
）
で
あ
っ

た
。
同
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
神
田
か
ら
大
泉
に
移
転
し
て
く
る
こ
と
を
前

提
に
、
駅
名
が
「
大
泉
学
園
」
と
改
め
ら
れ
た
。
資
料
に
「
誘
致
の
運
動

を
展
開
」
と
あ
る
の
は
、
公
園
・
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
ほ
か
、

住
宅
地
な
ど
の
諸
施
設
を
整
え
た
こ
と
を
指
す
。

大
泉
学
園
都
市
は
日
本
最
初
の
学
園
都
市
計
画
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、
東
京
商
科
大
学
の
誘
致
に
失
敗
し
た
。
結
局
、
大
学
の
移
転
先
は

国
分
寺
と
立
川
の
間
に
つ
く
ら
れ
た
新
駅
（
現
J
R
中
央
線
国
立
駅
）
を

中
心
と
す
る
エ
リ
ア
に
落
ち
着
き
、
現
在
に
至
る
。
い
わ
ゆ
る
国
立
学
園

（
8
）

都
市
で
あ
る
（
ち
な
み
に
こ
の
用
地
も
箱
根
土
地
株
式
会
社
が
取
得
し
て

い
た
）。

当
初
の
計
画
が
幻
と
な
っ
た
大
泉
地
区
で
は
、
大
学
や
公
園
の
た
め
に

確
保
し
た
用
地
を
住
宅
用
分
譲
地
に
変
更
し
、
住
宅
地
と
し
て
の
環
境
の

よ
さ
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
新
聞
記
事
や
第
三
回
の
分
譲

案
内
に
よ
れ
ば
、
第
一
回
・
第
二
回
の
分
譲
の
売
れ
行
き
は
好
調
で
あ
り
、

投
機
の
対
象
と
し
て
分
譲
地
を
購
入
し
た
人
も
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
九
三
三
年
に
は
大
泉
地
区
の
景
観
を
保
護
す
る
た
め
に
風
致
地
区
が
結

成
さ
れ
、
北
部
に
野
遊
地
と
市
民
農
園
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
行
楽
客
を

誘
う
努
力
も
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
現
在
で
も
大
泉
学
園

町
は
閑
静
な
住
宅
街
と
い
う
印
象
が
強
く
、
地
下
鉄
線
の
延
伸
を
望
む
運

動
が
長
ら
く
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
あ
ま
り
交
通
の
便
が
よ
く

な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

以
上
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
東
京
の
都
市
化
は
し
だ
い
に
郊
外
ま

で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
と
く
に
関
東
大
震
災
以
後
に
大
泉
地
区
で

は
学
園
都
市
計
画
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
本
時
の
ま
と
め
と
し

た
。

二
　
生
徒
の
反
応

紙
面
の
都
合
上
、
生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
す
べ
て
引
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
集
約
し
た
結
果
を
も
と
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

（
9
）
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く
。（

一
）
大
泉
学
園
都
市
計
画
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト

「
三
歳
の
と
き
か
ら
大
泉
町
に
住
ん
で
い
る
が
、
大
泉
学
園
の
由
来
は

一
七
歳
に
な
っ
た
今
、
初
め
て
知
っ
た
」

「
自
分
た
ち
の
学
校
の
最
寄
り
の
駅
に
こ
ん
な
に
も
歴
史
が
あ
る
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」

「
大
学
・
学
生
の
増
加
に
よ
っ
て
産
業
的
に
整
備
さ
れ
た
町
と
い
う
の

が
本
当
に
意
外
だ
っ
た
」

「
ま
さ
か
一
橋
大
学
だ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
」

「
毎
日
使
っ
て
い
る
駅
の
話
で
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
」

「
話
を
聞
い
て
か
ら
、
通
っ
て
い
る
道
が
少
し
違
っ
て
見
え
る
か
な
と

思
っ
た
」

（
二
）
歴
史
に
興
味
・
関
心
を
抱
い
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト

「
大
泉
学
園
町
の
方
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
今
度
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
」

「
ス
ル
ー
し
が
ち
な
公
園
の
石
碑
の
文
字
な
ど
も
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
み

る
と
面
白
い
の
か
も
し
れ
な
い
」

「
歴
史
の
つ
な
が
り
は
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
」

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
名
前
や
最
寄
り
駅
の
名
前
の
由
来
に

つ
い
て
も
知
り
た
く
な
っ
た
」

「
も
っ
と
大
泉
に
つ
い
て
知
り
た
く
な
っ
た
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
は
ち
ゃ
ん
と
歴
史
が
あ
っ
て
今
の
形
が
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
で
き
た
の
で
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
」

「
日
々
、
様
々
な
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
抱
き
、
と
こ
と
ん
調
べ
た
り

考
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
授
業
で

し
た
」

「
歴
史
の
授
業
は
、
今
ま
で
は
身
近
で
な
く
、
遠
い
存
在
の
も
の
を
扱

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
が
、
今
日
は
大
泉
学
園
の
成
り
立
ち
か
ら

都
市
作
り
の
こ
と
ま
で
を
学
べ
た
の
で
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

（
三
）
コ
メ
ン
ト
の
分
析

大
泉
学
園
の
歴
史
を
初
め
て
知
っ
た
と
の
意
見
が
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
。

大
学
の
誘
致
に
失
敗
し
た
と
い
う
話
を
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
生

徒
も
い
た
よ
う
だ
が
、
詳
し
く
学
ん
だ
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
長
年
の
疑
問
が
氷
解
し
た
生
徒
も
い
た
よ
う
で
、
授
業
の
内
容

に
関
す
る
肯
定
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
は
筆
者
に
と
っ
て
喜
び

で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
に
興
味
を
も
て
た
、
自
分
の
住
む

地
域
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
ふ
だ
ん
の
授
業
内
容
に
興
味
を
も
て
な
い
で
い
た
生
徒
の
な

か
に
そ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
半
ば
驚
か
さ
れ
、
自
ら
に
関

わ
り
深
い
土
地
の
歴
史
を
調
査
し
て
み
た
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
の
多
さ
は
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筆
者
の
予
想
を
よ
い
意
味
で
裏
切
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
徒
の
反
応
を
受
け
止
め
、
今
後
の
授
業
に
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
く
か
が
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。

註（1
）�　

平
成
二
三
年
度
東
京
都
教
育
研
究
員
研
修
に
お
い
て
実
践
。
い
わ

ゆ
る
東
京
二
三
区
の
う
ち
最
も
新
し
く
誕
生
し
た
練
馬
区
が
、
日
本

国
憲
法
の
施
行
直
後
に
板
橋
区
か
ら
分
離
・
独
立
し
た
経
緯
を
当
時

の
資
料
や
地
図
を
も
と
に
考
察
さ
せ
た
。『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』（
東

京
都
教
育
委
員
会
）
一
三
一
頁
掲
載
の
「
東
京
二
三
区
の
ス
タ
ー
ト
」

か
ら
構
想
し
た
授
業
。

（
2
）�　
『
新
詳
日
本
史
』（
浜
島
書
店
）
二
六
二
頁
掲
載
の
表
を
使
用
。

（
3
）�　
『
江
戸
か
ら
東
京
へ
教
授
資
料
』（
東
京
都
教
育
委
員
会
）
一
五
三

頁
掲
載
の
図
を
使
用
。

（
4
）�　
『
詳
説
日
本
史
』（
山
川
出
版
社
）
三
一
〇
頁
掲
載
の
グ
ラ
フ
を
使

用
。

（
5
）�　
『
山
川
詳
説
日
本
史
図
録
』（
山
川
出
版
社
）
二
七
四
頁
掲
載
の
表

を
使
用
。

（
6
）�　

生
涯
学
習
部
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
・
練
馬
区
郷
土
資
料
室
編

『
鉄
道
の
開
通
と
沿
線
の
風
景
』（
練
馬
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五

年
）、『
常
設
展
示
ガ
イ
ド
』（
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文

化
館
、
二
〇
一
〇
年
）
を
回
覧
し
た
。

（
7
）�　

練
馬
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.nerim

a.tokyo.
jp/annai/kankojoho/nerim

aw
alk/sanpo/chuo/ooizum

i- �
chuuoupanfu.files/sanpom

ichi_04_170331.pdf

）
掲
載
の
地
図

を
使
用
。

（
8
）�　

前
掲
註
（
6
）
掲
載
の
写
真
を
使
用
。

（
9
）�　

練
馬
古
文
書
研
究
会
編
『
練
馬
ふ
る
さ
と
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
一
一
年
）
の
記
事
に
よ
る
。
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お
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も
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き
／
東
京
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立
大
泉
高
等
学
校
教
諭
）


